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　おそらく中学生のときに、私は高遠を訪れている。林の中、小川の向こうで出
会った同級生は妙に余所余所しくて、他人行儀に礼をすると直ぐに向こうに行
ってしまった。そのような記憶がある。桜が咲いていたような気がするし、違う
気もする。今回、展覧会への参加が決まり、調査のために再びこの場所を訪れ
ている。今、ここには桜が咲いている。あのときの桜は、今のこの桜の間違いだろ
うかと思う。あの日のうららかな光は、今の光の温かさだろうかと思う。私の見
た同級生は、もはや私の今の主観にしかいないのではないかと思う。2023年、
久しぶりに訪れたこの場所で思ったことは、そんなことだった。

　大学で地質学を学んだ私は、高遠石に興味を持った。かつてある石工が見出
し、多くの石仏を彫り出したという。そもそも、その石工たちが高遠石工と呼ば
れ、全国的に名を馳せた存在だったとのことだ。十分に検証され、疑いようのな
い実在として歴史化されたそれらは、いわば共有されるべく公式化した過去と
して私の前に現れる。しかし、ひとたび私の主観を介してそれらが私の中に生じ
ると、根となるものから切り離されてしまったように、存在があやふやなものに
なってしまう。

　しかし、彼らが手がけたモノたちは遺り続け、まるである時空から突如私の時
空に飛んできたかのように、私の前に在る。高遠石で彫られたモノたちに私が
手を触れる。緻密で重たく、ノミの痕が手に引っかかり、しかし滑らかさもあり、
確かに私はこれを感じている。この感覚は私の「今・ここ」にしか存在しない。
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星を浮かべる ( 高遠石 )

XRF ( 高遠石 )

※展示時と一部作品タイトルを変更しています
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XRF （高遠石）



若手作家公募個展「トライアル・ギャラリー2023」
細萱航平個展「去来（石を介す）」
日時： 2023年7月7日（金）～7月23日（日）　9:00～17:00
　　  ただし10日（月）、18日（火）は休館日
会場：長野県伊那文化会館
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